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１　  発刊に寄せて

　この日ロ（日ソ）沿岸市長会設立 40 周年記念誌は、本会のこれまでの
活動記録をまとめて広くＰＲし、会のさらなる発展を期して発行するも
のです。
　1970 年の設立以来、日ロ（日ソ）沿岸市長会は、厳しい両国関係や国
際情勢に見舞われていた時期にあっても、一貫してロシア（ソ連）極東
及びシベリア地域との交流促進に努め、両地域間の友好親善と協力関係
強化に少なからぬ役割を果たして参りました。会の設立と発展に尽力し
た偉大な諸先輩方に、この場を借りて深く敬意を表するものであります。
　近年では日ロ関係が順調に推移しており、両国政府からも本会の活動
に全面的な支持と支援が得られるようになってきています。本会は引き
続き、政府間関係を補完して地域レベルでの市民交流や相互理解の促進
という大切な課題に取り組んでいかなければなりません。
　さらに具体的な成果をあげることを目指し、経済・観光関係者との連
携を深めつつ、より実務的な分野での協力関係を強めて行くことが本会
に課された時代の要請であると認識しております。
　会員市、関係者の皆様のますますのご発展をお祈りするとともに、本
会の活動への変わらぬご支援、ご協力をお願い申し上げます。

尊敬する篠田さん、尊敬する友人の皆さん！

　ロ日極東シベリア友好協会を代表して、日ロ沿岸市長会設立 40 周年と
いう大きな節目を迎えられたことを、心からお祝い申し上げます。
　40 年という歳月は歴史の尺度としてはそう長い期間ではありません
が、多くのことが成し遂げられてきました。この間に私たち両地域諸都
市間では経済協力、文化・スポーツ交流が著しく強まりました。
　ロ日関係も拡大し、より友好的、率直で建設的になりました。実務的な
協力、文化、スポーツ、観光、経済などいかなる問題でも私たちは相互理
解に至ることができます。私たちは常に対話の用意がありますし、私たち
の友人、隣人たちに支援と協力を行うことをうれしく思っています。
　一連の重要な問題で協力することが大切であるとの認識に立って両国
政府は私たちの活動を支持しており、両国政府代表者には毎回日ロ沿岸
市長会議にご臨席いただいています。
　私たちの前途には、多くの未解決な問題が横たわっています。具体的
な成果を得るには経済界、私たち諸都市の市民、その他関心を持つ人々
を巻き込んで取り組みを進めて行かなければなりません。
　私たちの活動の発展に大きな貢献をいただいた方々に、厚くお礼申し
上げます。
　これまで培われてきた経験と創造的な潜在力により、思いきったプラ
ンが今後実現するものと確信しております。

日ロ沿岸市長会代表幹事
新潟市長　篠田 昭

ロ日極東シベリア友好協会会長
ハバロフスク市長

ソコロフ A. N.

２



２   日ロ沿岸市長会設立趣旨と主な活動 
 

 

本会は、日本の日本海沿岸をはじめとする地域とロシア連邦極東シベリア地域の親善友好と経済協力を

促進し、両地域の発展を図ることを目的としています。 

本会は、この目的を達成するため次の事業を行なっています。 

 

１．ロシア連邦極東シベリア地域の諸都市の市長と「日ロ（日ソ）沿岸市長会議」を 

 継続的に開催                 ８頁からの「日ロ（日ソ）沿岸市長会議沿革」参照 

 

２．ロシア連邦極東シベリア地域の諸都市とともに両地域の親善友好、経済協力、  

都市問題に関する調査、研究、情報交換等の実施      22 頁「各種調査・研究」参照 

 

３．日ロ両地域の親善友好と経済協力の促進に関し、関係機関へ意見を具申すること 

               21 頁「会議での合意に基づく両国政府や関係機関への要望書の提出」参照 

 

４．その他本会の目的達成に必要な事業 

１）青少年交流・文化交流                22 頁「青少年交流・文化交流」参照 

２）実務担当者派遣                 23 頁「実務担当者派遣」参照 

３）観光情報の交換 

    第 20 回会議での合意に基づき、各市の観光パンフレット等を事務局でとりまとめ、ロシア側か 
らの照会に対応できるようになった。ロシア側でも事務局（ハバロフスク市）で集約。 
会員市の観光情報に容易にアクセスできるホームページも開設。 

日本語     http://www.nichienkai.jp 
ロシア語   http://www.nichienkai.jp/index＿r.html 

        また、2009 年の第 22 回会議に合わせて各市の観光・特産品のＰＲを行った。 

  ４）講演会の実施                  24 頁「講演会の実施」参照 

５）他団体組織等との連携                 25 頁「他団体組織等との連携」参照 

６）情報収集と共有 

① 平成 18 年度に、日本外務省ロシア課長及び在日ロシア大使館参事官から、本会アドバイザーに 
就任いただいた。 

        外務省からは、ロシア極東シベリアに関する現地総領事館からのレポートを定期的に転送いただ 
き、会員市で共有。 

     ② 各地で行われる講演会、セミナー、シンポジウムでの配布資料や概要について、会員市で交換。 

     ③ 各地の地方紙に掲載されるロシア関係の記事を、会員市で交換。 
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３   日ロ沿岸市長会、ロ日極東シベリア友好協会 会員市一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「ロ日極東シベリア友好協会」会員市 

●「日ロ沿岸市長会」会員市 
 

 

日ロ沿岸市長会会員名簿 （平成 23 年３月 31 日現在） 

北海道    函 館 市 長    西  尾 正  範   （幹    事） 

秋田県    秋 田 市 長    穂  積    志     （幹    事） 

      男 鹿 市 長    渡  部 幸  男 

      由利本荘市長   長谷部   誠     （監    事） 

山形県    酒 田 市 長    阿  部 寿  一  （幹    事） 

新潟県    新 潟 市 長    篠  田   昭     （代表幹事）  

    長 岡 市 長    森    民  夫 

    三 条 市 長    國  定 勇  人 

    燕 市 長   鈴  木   力   

     上 越 市 長   村  山 秀  幸 

     佐 渡 市 長   髙  野 宏一郎 

富山県    富 山 市 長   森    雅  志   （幹   事） 

     高 岡 市 長   髙  橋 正  樹 

     射 水 市 長   夏  野 元  志 

石川県    金 沢 市 長   山  野  之  義   （幹   事） 

     七 尾 市 長   武  元 文  平   （監   事） 

福井県    敦 賀 市 長   河  瀬 一  治   （幹   事） 

京都府    舞 鶴 市 長    多々見  良  三   （幹   事） 
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３　  日ロ沿岸市長会、ロ日極東シベリア友好協会　会員市一覧

■「ロ日極東シベリア友好協会」会員市
●「日ロ沿岸市長会」会員市

３   日ロ沿岸市長会、ロ日極東シベリア友好協会 会員市一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「ロ日極東シベリア友好協会」会員市 

●「日ロ沿岸市長会」会員市 
 

 

日ロ沿岸市長会会員名簿 （平成 23 年３月 31 日現在） 

北海道    函 館 市 長    西  尾 正  範   （幹    事） 

秋田県    秋 田 市 長    穂  積    志     （幹    事） 

      男 鹿 市 長    渡  部 幸  男 

      由利本荘市長   長谷部   誠     （監    事） 

山形県    酒 田 市 長    阿  部 寿  一  （幹    事） 

新潟県    新 潟 市 長    篠  田   昭     （代表幹事）  

    長 岡 市 長    森    民  夫 

    三 条 市 長    國  定 勇  人 

    燕 市 長   鈴  木   力   

     上 越 市 長   村  山 秀  幸 

     佐 渡 市 長   髙  野 宏一郎 

富山県    富 山 市 長   森    雅  志   （幹   事） 

     高 岡 市 長   髙  橋 正  樹 

     射 水 市 長   夏  野 元  志 

石川県    金 沢 市 長   山  野  之  義   （幹   事） 

     七 尾 市 長   武  元 文  平   （監   事） 

福井県    敦 賀 市 長   河  瀬 一  治   （幹   事） 

京都府    舞 鶴 市 長    多々見  良  三   （幹   事） 
 

4 



 

ロ日極東シベリア友好協会会員名簿 （平成 22 年 12 月現在） 

ロ日極東シベリア友好協会会長、ハバロフスク市長 ソコロフ A. N. 

ビロビジャン市長     パルホメンコ A. G. 

ブラゴヴェシチェンスク市長    ネヴェドムスキー N. A. 

ブラーツク市長     セロフ A. V. 

ワニノ市長      オジャロフスキー N. S. 

ウラジオストク市長     プシカリョフ I. S. 

ドリンスク市長     パホモワ S. M. 

ジェレズノゴルスク・イリムスキー市長   シェステラ Y. I. 

イルクーツク市長     コンドラショフ V. I. 

ナホトカ市長      コリャディン O. G. 

ネヴェリスク市長     パク V. N. 

ペトロパヴロフスク・カムチャツキー市長  スクヴォルツォフ V. V. 

ポロナイスク市長     ウリュピン A. N. 

ウラン・ウデ市長     アイダエフ G. A. 

ホルムスク市長職務代理者   グスト A. P. 

シェレホフ市長     ゼニン Y. G. 

ユジノ・サハリンスク市長   ロプキン A. I. 

ヤクーツク市長     ザボレフ Y. V. 
 

 

 

 

   

 

 

 

 「日ロ沿岸市長会」及び「ロ日極東シベリア友好協会」会員市の概要（人口、面積、国際 
 

交流担当部署連絡先、市の PR など）は、以下のホームページでご覧いただけます。 
 

日本語     http://www.nichienkai.jp 
 

ロシア語   http://www.nichienkai.jp/index＿r.html 
 

また、会員各市のページには、それぞれの観光情報のサイトのリンクが張られています。  
  なお、本会の沿革や活動内容などについても、このホームページでご覧いただくことが  
できます。  
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４   日ロ（日ソ）沿岸市長会発足に至る経緯と会員市の変遷 
 

 

発足に至る経緯 

 

＜昭和 44（1969）年 12 月＞  

   新潟・金沢両市長の間で、昭和４５年７月に行われるハバロフスク日本海沿岸貿易見本市開催中に日 

本海沿岸地域の各市長とソ連極東・シベリア地域の各市長との会議を開催することで原則的な合意を得 

た。 

＜昭和 45 年（1970）年１月＞  
  秋田市、酒田市、直江津市、富山市、福井市へ呼びかけ、新潟・金沢両市を含めた７市がこの趣旨に 

賛成し、参加の意向を明らかにした。 

＜昭和 45 年１月＞  
   新潟市長が発起人を代表して、在日ソ連邦大使へ、ソ連側の各市ならびに関係当局への連絡を依頼、 

併せて大使館に対して協力を依頼、快諾を得る。 

＜昭和 45 年４月＞  
   前述７市市長名で新たに男鹿市、五泉市、柏崎市、高岡市、氷見市、新湊市、七尾市、敦賀市、舞鶴 

市の各市長あて呼びかけを行った。 

＜昭和 45 年５月＞  
   第１回関係市長会議を東京で開催 

＜昭和 45 年６月＞  
   在日ソ連邦大使館から、７月１６日、ハバロフスク市において、ソ連側からハバロフスク市、イルク 

ーツク市、ナホトカ市、ブラーツク市、ウラン・ウデ市の５市の市執行委員会議長出席のもとに、第１ 

回日ソ沿岸市長会議を開催する旨、正式に通知を得た。 

＜昭和 45 年６月＞  
   第２回関係市長会議、並びに在日ソ連邦大使館参事官チャソブニコフ氏を迎えた懇談会を東京で開催。 

＜昭和 45 年７月 16 日＞  
   世界姉妹都市連合がレニングラードで開催した第５回「世界姉妹都市会議」に参加した後、ハバロフ 

スク市に於いて第１回日ソ沿岸市長会議を開催。 

    日本側 － 秋田市、酒田市、新潟市、富山市（収入役）、金沢市（助役） 

    ソ連側 － ハバロフスク市、イルクーツク市、ナホトカ市（副市長）、ブラーツク市、 

ウラン・ウデ市 

＜昭和 45 年９月＞  
   第１回日ソ沿岸市長会議報告会を新潟市に於いて開催。日ソ沿岸市長会議設立で意見の一致をみる。 

＜昭和 45 年９月＞  
   日ソ沿岸市長会への入会を七尾市、高岡市、新湊市、敦賀市、氷見市、男鹿市、山形市、舞鶴市の８ 

市へ呼びかけた。 

＜昭和 45 年９月＞  
   日ソ沿岸市長会設立に関し、在日ソ連邦大使館に意向を伝える。 
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４　  日ロ（日ソ）沿岸市長会発足に至る経緯と会員市の変遷



 

 

＜昭和 45 年 10 月 13 日＞  
   日ソ沿岸市長会設立総会開催 

  当初会員市：１５市 

              秋田市、男鹿市、山形市、酒田市、新潟市、柏崎市、直江津市、富山市、 

高岡市、新湊市、金沢市、七尾市、福井市、敦賀市、舞鶴市 

                                  ※     市は代表幹事市、    市は幹事市、    市は監事市 

                                           （氷見市は設立総会に出席したが加入せず） 

 

会員市の変遷 

 

＜昭和 46（1971）年＞      新規加入：青森市、本荘市   会員市１７市に 

＜昭和 49（1974）年＞      新規加入：能代市      〃  １８市に 

＜昭和 53（1978）年＞      新規加入：豊栄市      〃  １９市に 

＜昭和 57（1982）年＞      新規加入：釧路市      〃  ２０市に 

＜昭和 58（1983）年＞      新規加入：稚内市      〃  ２１市に 

＜昭和 59（1984）年＞      退会    ：能代市      〃  ２０市に  

＜平成３（1991）年＞       新規加入：留萌市、能代市、村山市、氷見市   〃  ２４市に 

＜平成４（1992）年＞       新規加入：函館市、境港市     〃  ２６市に 

平成４（1992）年６月    ソ連邦崩壊に伴い、会の名称を日ロ沿岸市長会に変更 

＜平成６（1994）年＞       新規加入：両津市      〃  ２７市に 

＜平成 12（2000）年度末＞  退会    ：釧路市      〃  ２６市に 

＜平成 13（2001）年度末＞   退会    ：村山市、氷見市     〃  ２４市に 

＜平成 14（2002）年度末＞   退会    ：青森市、境港市     〃  ２２市に 

＜平成 15（2003）年度末＞   退会    ：稚内市、能代市                      〃  ２０市に 

＜平成 16（2004）年＞       新規加入：釧路市                              〃  ２１市に 

＜平成 16（2004）年度末＞   退会    ：山形市    合併に伴う減少：豊栄市    〃  １９市に 

＜平成 17（2005）年度末＞   退会    ：留萌市                              〃  １８市に 

＜平成 18（2006）年度末＞   退会    ：釧路市、柏崎市、福井市              〃  １５市に 

＜平成 20（2008）年＞       新規加入：長岡市、三条市、燕市                〃  １８市に  
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５   日ロ（日ソ）沿岸市長会議沿革 
 

第１回日ソ沿岸市長会議  

期  日   １９７０年７月１６日    

場  所   ソ連邦 ハバロフスク市 

参加市  日本側…秋田市、酒田市、新潟市、富山市、金沢市 

     ソ連側…ハバロフスク市、イルクーツク市、ナホトカ市、ウラン・ウデ市、ブラーツク市 

議 題 （１）「日ソ両国間の姉妹都市提携並びに友好・文化交流について」  

    （２）「日ソ両国間の沿岸貿易について」 

 

 

      

 

 

 

 

        

 第１回日ソ沿岸市長 

会議の様子  

 

 

第１回日ソ沿岸市長会議共同コミュニケ 
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５　  日ロ（日ソ）沿岸市長会議沿革５   日ロ（日ソ）沿岸市長会議沿革 
 

第１回日ソ沿岸市長会議  

期  日   １９７０年７月１６日    

場  所   ソ連邦 ハバロフスク市 

参加市  日本側…秋田市、酒田市、新潟市、富山市、金沢市 

     ソ連側…ハバロフスク市、イルクーツク市、ナホトカ市、ウラン・ウデ市、ブラーツク市 

議 題 （１）「日ソ両国間の姉妹都市提携並びに友好・文化交流について」  

    （２）「日ソ両国間の沿岸貿易について」 

 

 

      

 

 

 

 

        

 第１回日ソ沿岸市長 

会議の様子  

 

 

第１回日ソ沿岸市長会議共同コミュニケ 
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第２回日ソ沿岸市長会議 

期  日  １９７１年１０月１６日  

場  所  日本 新潟市 

参加市 日本側…秋田市、男鹿市、山形市、酒田市、新潟市、柏崎市、上越市、富山市、高岡市、 

新湊市、金沢市、七尾市、福井市、敦賀市、舞鶴市 

  ソ連側…ハバロフスク市、イルクーツク市、ナホトカ市、ウラン・ウデ市、ブラーツク市 

議 題 （１）「友好親善の増進について」 

      （２）「経済関係の強化について」 

      （３）「都市問題について」 

 

 

 

 

 

 

 

                               日ソ沿岸市長会代表幹事  新潟市長  渡辺 浩太郎 

 

第３回日ソ沿岸市長会議  

期 日  １９７２年７月２８日～２９日  

場 所  ソ連邦 イルクーツク市 

参加市  日本側…男鹿市、酒田市、新潟市、柏崎市、上越市、富山市、新湊市、金沢市、敦賀市、 

舞鶴市 

     ソ連側…ハバロフスク市、イルクーツク市、ウラン・ウデ市、ナホトカ市、 

ブラーツク市、シェレホフ市、ジェレズノゴルスク・イリムスキー市 

議 題  （１）「文化関係の強化について」 

     （２）「経済関係の強化について」 

     （３）「就学前児童施設について」 

     （４）「専門家シンポジウム開催について」 

            

 

                                                   

                                                              

 

 

 

 

 

 

 

 

第３回日ソ沿岸市長会議について報道するソ連の新聞記事「日本の市長らがイルクーツクで」 
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第４回日ソ沿岸市長会議  

期 日 １９７３年１０月１日～２日  

場 所 日本 金沢市 

参加市 日本側…青森市、秋田市、本荘市、男鹿市、山形市、酒田市、新潟市、柏崎市、上越市、 

富山市、高岡市、新湊市、金沢市、七尾市、福井市、敦賀市、舞鶴市 

  ソ連側…ハバロフスク市、イルクーツク市、ナホトカ市、ウラン・ウデ市、 

ブラーツク市、シェレホフ市、ジェレズノゴルスク・イリムスキー市 

議 題 （１）「友好・経済関係の強化について」 

       （２）「老人の福祉について」 

※ 都市環境問題専門家シンポジウムを同時開催 

 

                      共同議長を務める渡辺 代表幹事と 

モロゾフ ハバロフスク市執行委員会 

議長 

 

 

 

 

 

                               

 

 

金沢のロシア人墓地に慰霊する 

ソ連側一行 

 

 

 

第５回日ソ沿岸市長会議  

期 日 １９７５年９月１６日～１７日  

場 所 ソ連邦 ブラーツク市 

参加市 日本側…男鹿市、新潟市、上越市、富山市、新湊市、金沢市、七尾市 

   ソ連側…ハバロフスク市、イルクーツク市、ナホトカ市、ウラン・ウデ市、ブラーツク市、 

シェレホフ市、ジェレズノゴルスク・イリムスキー市、ユジノ・サハリンスク市、 

ホルムスク市 

議 題 （１）「市政への住民参加」 

     （２）「近代都市建設の基本原則」 

     （３）「諸都市間の文化・経済関係について」 

 

 

 

                          

繊維工場を視察する 

日本側代表団 
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第６回日ソ沿岸市長会議  

期 日 １９７７年９月５日～６日 

場 所 日本 富山市 

参加市 日本側…秋田市、能代市、本荘市、男鹿市、酒田市、新潟市、柏崎市、上越市、富山市、 

高岡市、新湊市、金沢市、七尾市、福井市、敦賀市、舞鶴市 

    ソ連側…ハバロフスク市、イルクーツク市、ナホトカ市、ウラン・ウデ市、ブラーツク市、 

シェレホフ市、ユジノ・サハリンスク市 

議 題 （１）「日ソ両国民間の協力並びに友好関係の発展における諸都市の役割」 

    （２）「経済関係の強化」 

    （３）「都市と市民の健康維持」 

 

 

 

 

                                  

 

                                   

                                           会議の様子 

 

 

                            日ソ双方の会議参加者による記念撮影 

 

第７回日ソ沿岸市長会議  

期 日 １９７９年１０月７日～８日 

場 所 ソ連邦 ウラン・ウデ市 

参加市 日本側…秋田市、本荘市、男鹿市、酒田市、新潟市、柏崎市、豊栄市、富山市、新湊市、 

金沢市、七尾市、福井市、舞鶴市 

    ソ連側…ハバロフスク市、イルクーツク市、ナホトカ市、ウラン・ウデ市、ブラーツク市、 

ジェレズノゴルスク・イリムスキー市、シェレホフ市、ホルムスク市、 

ユジノ・サハリンスク市、ネヴェリスク市  

議 題 （１）「日ソ両国民のための平和､善隣関係､ 経済文化 

協力を目指す運動への都市の積極的な参加」 

     （２）「住宅建設と都市住民の公共サービス」 

     （３）「都市と国際児童年」 

 

 

 

 

 

 

      

 

民族衣装での出迎え         ウラン・ウデ空港に到着した日ソ双方の代表団 
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民族衣装での出迎え ウラン・ウデ空港に到着した日ソ双方の代表団



第８回日ソ沿岸市長会議 

期 日 １９８１年５月２５日～２６日 

場 所 日本 酒田市 

参加市 日本側…青森市、秋田市、能代市、本荘市、男鹿市、山形市、酒田市、新潟市、柏崎市、 

豊栄市、上越市、富山市、高岡市、新湊市、金沢市、七尾市、福井市、敦賀市、 

舞鶴市 

    ソ連側…ハバロフスク市、イルクーツク市、ウラン・ウデ市、ユジノ・サハリンスク市、 

ナホトカ市、ブラーツク市、シェレホフ市、ホルムスク市、ポロナイスク市、 

ジェレズノゴルスク・イリムスキー市、ネヴェリスク市 

議 題 （１）「日ソ両国都市間の友好・文化・経済関係の拡大・強化」 

     （２）「都市は障害者の社会生活への参加をいかに保障しているか」  

     （３）「都市と学校教育の組織」 

                                                共同コミュニケに調印して握手を交わす 

                 川上 代表幹事とモロゾフ団長 

 

                                               

 

 

 

 

 

                第８回会議に抗議活動を行う右翼団体と 

交通機動隊との対立風景 

 

第９回日ソ沿岸市長会議  

期 日 １９８３年７月９日～１０日 

場 所 ソ連邦 ハバロフスク市 

参加市 日本側…稚内市、山形市、酒田市、新潟市、柏崎市、豊栄市、富山市、高岡市、金沢市、 

敦賀市、舞鶴市 

    ソ連側…ハバロフスク市、イルクーツク市、ナホトカ市、ウラン・ウデ市、ブラーツク市、 

ユジノ・サハリンスク市、シェレホフ市、ホルムスク市、ポロナイスク市、 

ジェレズノゴルスク・イリムスキー市、ネヴェリスク市 

議 題 （１）「平和、緊張緩和のための日ソ善隣協力関係発展における都市の役割」 

    （２）「現代都市における給水と水資源の保護」 

    （３）「都市は障害者の社会生活への参加をいかに保護しているか」 

 

 

 

 

 

 

                          会議参加者・関係者による 

記念写真 
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第１０回日ソ沿岸市長会議  

期 日 １９８５年８月２５日～２６日 

場 所 日本 新潟市 

参加市 日本側…釧路市、稚内市、青森市、秋田市、本荘市、男鹿市、山形市、酒田市、新潟市、 

柏崎市、豊栄市、上越市、富山市、高岡市、新湊市、金沢市、七尾市、福井市、 

敦賀市、舞鶴市 

    ソ連側…ハバロフスク市、イルクーツク市、ナホトカ市、ウラン・ウデ市、ブラーツク市、 

ユジノ・サハリンスク市、シェレホフ市、ホルムスク市、ポロナイスク市、 

ジェレズノゴルスク・イリムスキー市、ネヴェリスク市 

議 題 （１）「日ソ両国都市間の友好・文化・経済関係の発展」 

     （２）「バム鉄道と日ソ経済関係」 

     （３）「都市と青年」 

                      会議の様子 

 

 

 

 

 

 

                               共催レセプションで金魚すくいを 

楽しむ、ソ側団員。 

 

第１１回日ソ沿岸市長会議  

期 日 １９８７年８月２０日～２１日 

場 所 ソ連邦 イルクーツク市 

参加市 日本側…秋田市、山形市、酒田市、新潟市、柏崎市、豊栄市、上越市、富山市、高岡市、 

金沢市、七尾市、敦賀市、舞鶴市 

    ソ連側…ハバロフスク市、イルクーツク市、ナホトカ市、ユジノ・サハリンスク市、 

ウラン・ウデ市、ブラーツク市、シェレホフ市、ホルムスク市、ポロナイスク市、 

ジェレズノゴルスク・イリムスキー市、ネヴェリスク市、 

議 題 （１）「日本海地域の安全と信頼強化のための相互理解・善隣、協力関係発展に果たす日ソ姉 

妹・親善都市の役割について」  

     （２）「日ソ地域経済協力への都市の参加について」 

     （３）「日ソ両国都市間の観光とスポーツ交流の発展について」 

 

 

 

 

 

 

 

 

         
インクーツク空港でロシアの伝統的な 

｢パンと塩｣の歓迎を受ける日本側代表団 ソ連側による出迎え風景
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第１０回日ソ沿岸市長会議  

期 日 １９８５年８月２５日～２６日 

場 所 日本 新潟市 

参加市 日本側…釧路市、稚内市、青森市、秋田市、本荘市、男鹿市、山形市、酒田市、新潟市、 

柏崎市、豊栄市、上越市、富山市、高岡市、新湊市、金沢市、七尾市、福井市、 

敦賀市、舞鶴市 

    ソ連側…ハバロフスク市、イルクーツク市、ナホトカ市、ウラン・ウデ市、ブラーツク市、 

ユジノ・サハリンスク市、シェレホフ市、ホルムスク市、ポロナイスク市、 

ジェレズノゴルスク・イリムスキー市、ネヴェリスク市 

議 題 （１）「日ソ両国都市間の友好・文化・経済関係の発展」 

     （２）「バム鉄道と日ソ経済関係」 

     （３）「都市と青年」 

                      会議の様子 

 

 

 

 

 

 

                               共催レセプションで金魚すくいを 

楽しむ、ソ側団員。 

 

第１１回日ソ沿岸市長会議  

期 日 １９８７年８月２０日～２１日 

場 所 ソ連邦 イルクーツク市 

参加市 日本側…秋田市、山形市、酒田市、新潟市、柏崎市、豊栄市、上越市、富山市、高岡市、 

金沢市、七尾市、敦賀市、舞鶴市 

    ソ連側…ハバロフスク市、イルクーツク市、ナホトカ市、ユジノ・サハリンスク市、 

ウラン・ウデ市、ブラーツク市、シェレホフ市、ホルムスク市、ポロナイスク市、 

ジェレズノゴルスク・イリムスキー市、ネヴェリスク市、 

議 題 （１）「日本海地域の安全と信頼強化のための相互理解・善隣、協力関係発展に果たす日ソ姉 

妹・親善都市の役割について」  

     （２）「日ソ地域経済協力への都市の参加について」 

     （３）「日ソ両国都市間の観光とスポーツ交流の発展について」 

 

 

 

 

 

 

 

 

         
インクーツク空港でロシアの伝統的な 

｢パンと塩｣の歓迎を受ける日本側代表団 ソ連側による出迎え風景
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第１２回日ソ沿岸市長会議  

期 日 １９８９年１１月１２日～１３日 

場 所 日本 山形市 

参加市 日本側…釧路市、青森市、秋田市、本荘市、男鹿市、山形市、酒田市、新潟市、柏崎市、 

豊栄市、上越市、高岡市、新湊市、金沢市、七尾市、福井市、敦賀市、舞鶴市 

    ソ連側…ハバロフスク市、イルクーツク市、ナホトカ市、ウラジオストク市、ウラン・ウデ市、 

ユジノ・サハリンスク市、ホルムスク市、ネヴェリスク市、シェレホフ市、 

ポロナイスク市、ブラーツク市、ジェレズノゴルスク・イリムスキー市、 

ノヴォシビルスク市 

議 題 （１）「日ソ両国都市間の友好・文化・経済関係の発展について」  

     （２）「都市と自然環境の問題における都市間協力について」 

     （３）「都市間の青少年交流について」 

 

コミュニケを交換する若杉代表幹事と 

パンチェンコ団長 

 

 

 

 

 

   

       山形市長招待夕食会で花笠踊りの輪に加わる 

日ソ双方の会議参加者 

 
 

第１３回日ソ沿岸市長会議  

期 日 １９９１年８月２３日～２４日 

場 所 ソ連邦 ウラジオストク市 

参加市 日本側…秋田市、能代市、男鹿市、山形市、酒田市、村山市、新潟市、柏崎市、豊栄市、 

上越市、富山市、高岡市、新湊市、氷見市、金沢市、七尾市、舞鶴市 

     ソ連側…ハバロフスク市、イルクーツク市、ウラジオストク市、ウラン・ウデ市、 

ホルムスク市、ジェレズノゴルスク・イリムスキー市 

オブザーバー参加 日本側…函館市、鯵ケ沢町 

            ソ連側…ビロビジャン市、ヤクーツク市 

議 題 （１）「日ソ両国都市間の友好・文化関係拡大」 

     （２）「日ソ地域経済協力における都市の役割」 

 

 

 

 

                                                 ウラジオストク駅頭で同市長夫妻の出迎えを 

                         受ける長谷川代表幹事ら日本側代表団。 

 

                                       ソ連守旧派グループによるクーデター事件の 

直後だったが、会議は無事に行われた。 
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第１４回日ロ沿岸市長会議  

期 日 １９９３年７月２１日～２２日 

場 所 日本 秋田市 

参加市 日本側……函館市、釧路市、留萌市、稚内市、青森市、秋田市、能代市、本荘市、男鹿市、 

山形市、酒田市、村山市、新潟市、柏崎市、豊栄市、上越市、富山市、高岡市、 

新湊市、金沢市、七尾市、福井市、敦賀市、舞鶴市、境港市 

ロシア側…ハバロフスク市、イルクーツク市、ナホトカ市、ウラン・ウデ市、ブラーツク市、 

シェレホフ市、ユジノ・サハリンスク市、ビロビジャン市、ドリンスク市、 

ジェレズノゴルスク・イリムスキー市、ブラゴベシチェンスク市、ヤクーツク市、 

コムソモリスク・ナ・アムーレ市、ホルムスク市、 

ペトロパヴロフスク・カムチャツキー市 

議 題 （１）「日ロ両国都市間の友好・文化・青少年交流のさらなる発展について」  

     （２）「日ロ両地域間の経済関係発展について」 

 

 

 

 

 

 

        会議の様子 

           土崎港まつりに参加するロシア側代表団 

 

第１５回日ロ沿岸市長会議  

期 日 １９９５年８月１６日～１７日 

場 所 ロシア連邦 ユジノ・サハリンスク市 

参加市 日本側……函館市、留萌市、稚内市、秋田市、能代市、本荘市、男鹿市、山形市、酒田市、 

新潟市、柏崎市、上越市、富山市、高岡市、新湊市、氷見市、金沢市、七尾市、 

福井市、敦賀市、境港市 

    ロシア側…ハバロフスク市、ユジノ・サハリンスク市、イルクーツク市、ナホトカ市、 

ウラン・ウデ市、ペトロパヴロフスク・カムチャツキー市、ブラーツク市、 

         ホルムスク市、ドリンスク市、シェレホフ市、ネヴェリスク市、 

ジェレズノゴルスク・イリムスキー市 

議 題 （１）「日ロ両国都市間の友好・文化・青少年交流のさらなる発展について」 

    （２）「経済問題解決のための日ロ両国都市間の協力について」 

    （３）「日ロ両国都市間の観光・スポーツ交流発展について」 

 

 

 

                                    日ロ双方の参加者 

                                    による記念撮影 
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日ロ双方の参加者
による記念撮影



第１６回日ロ沿岸市長会議  

期 日 １９９７年８月２７日～２８日 

場 所 日本 函館市 

参加市 日本側……函館市、釧路市、留萌市、稚内市、青森市、秋田市、能代市、本荘市、男鹿市、 

山形市、酒田市、新潟市、柏崎市、両津市、豊栄市、上越市、富山市、高岡市、 

新湊市、氷見市、金沢市、七尾市、福井市、敦賀市、舞鶴市、境港市 

ロシア側…ハバロフスク市、ユジノ・サハリンスク市、イルクーツク市、ナホトカ市、 

ペトロパヴロフスク・カムチャツキー市、ウラン・ウデ市、ビロビジャン市、 

      ネヴェリスク市、ホルムスク市、シェレホフ市、ブラゴヴェシチェンスク市 

議 題 （１）「両国都市間における友好、スポーツ、文化、青少年交流のさらなる発展について」  

     （２）「両地域間の経済、文化、観光分野における、相互協力の拡大について」 

     （３）「両地域間の環境保護協力について」 

 

 

 

 

 

 

コミュニケに調印する長谷川代表幹事と 

                 フィリポフ団長 

                           

 

第１７回日ロ沿岸市長会議  

期 日 １９９９年８月２４日～２５日 

場 所 ロシア連邦 ナホトカ市 

参加市 日本側……函館市、秋田市、能代市、本荘市、男鹿市、山形市、村山市、新潟市、豊栄市、 

上越市、富山市、金沢市、福井市、敦賀市、舞鶴市 

    ロシア側…ハバロフスク市、ナホトカ市、ユジノ・サハリンスク市、ウラジオストク市、 

ウラン・ウデ市、ホルムスク市、イルクーツク市、ブラゴヴェシチェンスク市、 

ジェレズノゴルスク・イリムスキー市、ペトロパヴロフスク・カムチャツキー市 

議 題 （１）「友好、スポーツ、文化、青少年交流のさらなる発展について」 

     （２）「両地域間の経済協力の拡大について」 

     （３）「環境保護分野における相互協力の拡大について」 

 

 

 

 

 

 

 

                                                       第 17 回会議に合わせて開催した 

｢渡り鳥円卓会議｣参加者 
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第１８回日ロ沿岸市長会議  

期 日 ２００１年８月３０日～３１日 

場 所 日本 新潟市 

参加市 日本側……函館市、留萌市、秋田市、能代市、本荘市、山形市、酒田市、新潟市、柏崎市、 

両津市、豊栄市、上越市、富山市、高岡市、新湊市、金沢市、七尾市、福井市、 

         敦賀市、舞鶴市、境港市 

    ロシア側…ハバロフスク市、ビロビジャン市、ブラゴヴェシチェンスク市、イルクーツク市、 

コムソモリスク・ナ・アムーレ市、ユジノ・サハリンスク市、ナホトカ市、 

ネヴェリスク市、ペトロパヴロフスク・カムチャツキー市、ウラン・ウデ市、 

ホルムスク市、シェレホフ市 

議 題 （１）「両地域間の友好、スポーツ、文化、青少年交流のさらなる発展について」  

    （２）「両地域間の経済、観光分野における相互協力の拡大について」 

    （３）「都市の環境保全への取り組みについて」 

 

 

 

 

 

 

     

 

                                 第 18 回会議に合わせて｢渡り鳥シンポジウム｣を開催 

共同コミュニケ調印後に握手をする 

長谷川代表幹事とソコロフ団長 

 

第１９回日ロ沿岸市長会議  

期 日 ２００３年８月２０日～２１日 

場 所 ロシア連邦 ペトロパヴロフスク・カムチャツキー市 

参加市 日本側……留萌市、秋田市、本荘市、酒田市、新潟市、柏崎市、豊栄市、富山市、新湊市、 

金沢市、福井市、敦賀市、舞鶴市 

ロシア側…ハバロフスク市、ビロビジャン市、ブラゴヴェシチェンスク市、ウラジオストク市、 

     イルクーツク市、ナホトカ市、ペトロパヴロフスク・カムチャツキー市、 

       ウラン・ウデ市、ユジノ・サハリンスク市、ヤクーツク市 

議 題 （１）「両地域間の友好・スポーツ・文化・青少年交流のさらなる発展について」  

    （２）「両地域間の経済、観光分野における相互協力について」 

    （３）「環境保護分野における都市の取り組みについて」 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

            会議参加者による記念撮影      カムチャツカの雄大な自然 間欠泉の谷 
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第２０回日ロ沿岸市長会議  

期 日 ２００５年８月２５日～２６日 

場 所 日本 金沢市 

参加市 日本側……函館市、釧路市、留萌市、秋田市、由利本荘市、男鹿市、酒田市、新潟市、柏崎市、 

上越市、富山市、高岡市、新湊市、金沢市、七尾市、福井市、敦賀市、舞鶴市 

    ロシア側…ハバロフスク市、ビロビジャン市、ブラゴヴェシチェンスク市、ワニノ市、 

イルクーツク市、ジェレズノゴルスク・イリムスキー市、ナホトカ市、 

ネヴェリスク市、ペトロパヴロフスク・カムチャツキー市、ウラン・ウデ市、 

          ホルムスク市、ユジノ・サハリンスク市 

 議 題 （１）「経済・観光分野における協力の促進について」 

     （２）「自然災害防止と復興における協力について」 

     （３）「友好・スポーツ・文化・青少年交流の 

さらなる発展について」 

 

 

 

 

 

 

                            

 

               兼六園での記念撮影          

第 20 回会議に合わせてロシア極東シベリア 
諸都市の民族舞踊アンサンブルを招聘し、金沢
市内での公演を実施 

 

第２１回日ロ沿岸市長会議  

期 日 ２００７年８月２０日～２１日 

場 所 ロシア連邦 ブラゴヴェシチェンスク市 

参加市 日本側…函館市、秋田市、由利本荘市、新潟市、富山市、高岡市、射水市、金沢市、敦賀市 

    ロシア側…ハバロフスク市、ビロビジャン市、ブラゴヴェシチェンスク市、ワニノ市、 

ナホトカ市、イルクーツク市、ペトロパヴロフスク・カムチャツキー市、 

         ホルムスク市、ユジノ・サハリンスク市 

議 題 （１）「経済・観光分野での交流促進について」 

    （２）「環境と調和したまちづくりについて」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                      

 会議参加者・関係者による記念写真         

アムール川を隔ててブラゴヴェシチェンスクと 
向かい合う中国黒龍江省黒河 民族村にて 
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第２２回日ロ沿岸市長会議・日ロ沿岸ビジネスフォーラム  

期 日 ２００９年８月１９日～２０日 

場 所 日本 函館市 

参加市 日本側……函館市、秋田市、男鹿市、由利本荘市、酒田市、新潟市、長岡市、三条市、燕市、 

上越市、佐渡市、富山市、高岡市、射水市、金沢市、七尾市、敦賀市、舞鶴市 

    ロシア側…ハバロフスク市、ウラジオストク市、ブラゴヴェシチェンスク市、イルクーツク市、 

ナホトカ市、ペトロパヴロフスク・カムチャツキー市、ヤクーツク市、 

         ウラン･ウデ市、ホルムスク市、ユジノ・サハリンスク市 

 議  題 （１）「日ロ両地域諸都市間の日ロ国際経済発展モデル」  
         （２）「日ロ両地域諸都市間の観光発展の現状、可能性と展望」 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本会と経済界との連携を強めて日ロ間のより実務的な分野での協力関係を発展させることをめざし、第

22 回会議１日目に｢経済｣の議題を審議するのに併せ、｢ロシア NIS 貿易会（ROTOBO）」及び｢環日本海

経済研究所（ERINA）」との共催で「日ロ沿岸ビジネスフォーラム」を開催。会議２日目｢観光｣の議題審

議にあたっては、観光関係者を交えた意見交換会を実施した。 

日ロ双方合わせて約 90 人の経済・観光関係者が参加し、活発な議論が行われた。 

 

 

 

                              

 

 

                          

 

 

コーヒーブレイク用のお菓子として 
日本側会員市が各市の銘菓を提供し 
ロシア側参加者に PR。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

レセプションでは日本側各市が特産品を持ち寄り、観光情報の展示物と合わせて提供した。 
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会議での合意に基づく両国政府や関係機関への要望書の提出  

 

１．ロシアによる放射性廃棄物の海洋投棄に関して政府関係機関へ要望書提出     1993 年 

      1993 年の第 14 回会議で双方は『日本海への有害廃棄物、特に放射性廃棄物の投棄の問題を早急に 
解決するよう呼び掛ける決意を表明』した。同年 10 月 17 日にロシア海軍による日本海への放射性廃 
棄物投棄がなされたのを受け、10 月 20 日付で国内関係８省庁に要望書を提出。ロシア側組織に対し 
ても同様の要望書をロシア政府に対して提出するよう、働き掛けた。 
 

２．日本海地域における環境保全についての要望書      1997 年 

      1997 年１月、ロシアのタンカーの重油流出事故が日本海で発生し、沿岸地域に重大な被害をもた 
らした。同年函館市で開催された第 16 回会議で双方は 
１）日本海の環境保全に向けた早期の国際協力体制構築 
２）事故防止、事故発生時の被害を最小限に抑えるための仕組みの形成を自国政府に働きかける 

ことで合意。 
     これを受け、同年 11 月に両国関係機関に要望書を提出。 
 
３．日本国とロシア連邦との貿易経済分野における協力に関する要望書を提出   2003 年 

    2003 年の第 19 回会議で、『両会連名』で 
１）『アンガルスクからナホトカに至る石油のパイプライン・プロジェクト』と『サハリンエネルギー 

開発』の早期実現 
２）『日露貿易投資促進機構』の『ロシア連邦極東における代表部を設立するよう』 

共に両国政府に要請することで合意した。 
  これを受け、同年 10 月に関係機関に要望書を両会連名で提出。 
 

４．「極東・東シベリア地域における日露間協力強化に関するイニシアティブ」の 

実現に加わる用意があることの表明         2007 年 

  2007 年の第 21 回会議で、同年６月のハイリゲンダムサミットにおける日露首脳会談で日本側から 
提案された上記イニシアティブ実現に加わる用意があることを、日ロ両国政府に表明することを決定 
した。 

     これを受け、同年内に「極東・東シベリア地域における日露間協力強化に関するイニシアティブ」 
にかかる要望書を日本国内関係機関に提出。 
 

５．日本とロシア極東との協力関係発展にかかる要望書     2009 年 

   2009 年の第 22 回会議での討議を踏まえ、日ロ両国間の経済、観光分野の発展に向けた最も重要な 
課題として 
１）運輸・物流 

２）柔軟な査証制度の採用と両地域間の航空路運航会社の新規参入について 

３）ロシア極東における『日露貿易投資促進機構』の機能強化について 

４）ビジット・ジャパン・キャンペーン重点市場へのロシアの追加について 

の４点を盛り込んだ要望書を作成し、同年 11 月に関係機関に提出。 
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６   その他の活動実績にかかる補足資料 
 

１）各種調査・研究 

 ①「都市問題専門家シンポジウム」の開催 

1973 年、金沢市での第４回日ソ沿岸市長会議に合わせて開催。 

    ② 都市緑化視察団を派遣 

    1974 年、本会の７市から 14 人が参加して訪ソ。ナホトカ、イルクーツク、ブラーツクの都市緑 
化事情を視察。帰国後は報告書を作成し、会員市に配布。 

  ③ 渡り鳥円卓会議・渡り鳥シンポジウムの開催 

    国際的な渡り鳥の生息環境保護のために、日ロ渡り鳥ルートにあるそれぞれの都市の湿地を適正 
に保全するための情報交換の場として、第 17 回会議（1999 年 ナホトカ市）、第 18 回会議（2001 
年 新潟市）に併設。学者、NPO、行政関係者らによる会議、児童絵画の展示、渡り鳥にまつわる 
日本とロシアの言い伝え、諺等を集めた資料の出版、周辺の湿地の視察などを行った。 

 ■ 日ロ渡り鳥円卓会議から日ロ沿岸市長会議への報告内容（抜粋） 

  今回の日ロ渡り鳥円卓会議では渡り鳥にとって湿地が不可欠であるという認識に立ち、そのため

には国際協力が重要であるという共通理解のもと、以下のことについて合意を見た。  

 ＊ 日ロ間の研究者の歴史的交流や共同研究が現在の研究の基礎をなしていることを認識し、より

 一層の研究交流の必要性を確認。 

 ＊ 狩猟鳥を含む数種のガンカモ類が減少傾向にあり、その回復を図るための対策が必要。 

 ＊ 渡り鳥の標識調査で減少している種が確認されている。その繁殖地の調査が必要。 

 ＊ 日本では絶滅したと考えられていたタンチョウが釧路湿原で再発見され、地域住民の献身的な

 努力によりその生息数の回復に成功したという事例が報告されている。野生生物の保護には、市

 民レベルの協力が極めて重要である。 

 ＊ 豊栄市では市民の先駆的な調査活動を契機として、ロシアの研究者等との協力の基にオオヒシ

 クイの繁殖地を明らかにするという大きな成果が得られた。この成果により市民の協力の重要性

 と日ロ共同の保護活動の重要性が示唆された。 

 ＊ 一方、ナホトカ市では、クラブ「エコツーリスト」から青少年の環境教育活動が紹介され、地

 域の渡り鳥の保護啓発に大きな役割を担うことが認識された。今後は更に日ロ間の渡り鳥の保護

 のために、子どもたちの交流を通してその成果を拡大し、次世代の保護意識の向上に結びつけて

いくことが必要。                      （円卓会議参加者写真は 17 頁下参照）  

 

２）青少年交流・文化交流  

ロシアに姉妹都市を持たない市は単独での青少年交流の実施が困難であるとの意見を踏まえ、招聘に 
かかる事務手続きやロシア側との連絡調整等を事務局で行い、費用は参加市が負担して実施したもの。 

① 1995 年７月  留萌市、能代市、柏崎市、境港市から 21 人がユジノ・サハリンスクを訪問。 
            11 月  ユジノ・サハリンスク市から 21 人が上記４市に分かれて来訪。 

② 1997 年７月  能代市、柏崎市、事務局通訳の計 15 人がウラジオストクを訪問。 
       ８月 ウラジオストク市から 15 人が能代市、柏崎市に分かれて来訪。 

③ 2001 年７月 本荘市、男鹿市、新潟市共同でウラジオストクの青少年競技ダンスチーム一行 10 人 
を受け入れ。 

④ 2005年８月 第20回会議に合わせてロシア極東シベリア諸都市の民族舞踊アンサンブルを招聘し、 

               金沢市内での公演を実施（19 頁右上の写真参照）。 
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６　  その他の活動実績にかかる補足資料



■ 平成９年度の青少年交流参加者 柴野憩さん 柏崎市第二中学校（当時）  

 ロシアで日本車をたくさん見ました。これは両国の物質面の  

 

 

 

 

 

 
 

３）実務担当者派遣  

日ロ沿岸市長会議への参加やロシア関係各種事業を円滑に進めるため、各市の実務担当者をロシア 
に派遣して実情に理解を深めた。 

派遣時期 行き先 参加市と人数 
1996 年７月 
       

ウラジオストク 
ハバロフスク 

能代市、敦賀市、境港市、事務局    ５人

1998 年９月 
       

ハバロフスク 
ナホトカ 
ウラジオストク 

柏崎市、事務局                    ３人

※ ナホトカでは 1999 年の第 17 回会議の 
準備を兼ねる。 

2000 年８月 
       

ユジノ・サハリンスク 
コルサコフ、ホルムスク 

稚内市、豊栄市、敦賀市、事務局    ５人

2002 年８月 
       

ペトロパヴロフスク・カムチャツキー 
ハバロフスク 

柏崎市、豊栄市、敦賀市、事務局     ５人

※ ﾍﾟﾄﾛﾊﾟｳﾞﾛﾌｽｸ･ｶﾑﾁｬﾂｷｰでは 2003 年の 
第 19 回会議の準備を兼ねる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    平成 12 年 サハリンへの実務担当者派遣。   平成 14 年 カムチャツカへの派遣。 

    コルサコフ港を望む高台にて。         ペトロパヴロフスク・カムチャツキー市内視察。 
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交流の深さを物語っています。 
 しかし、心の面ではどうでしょう。ロシアの子どもたちは特 
に私を外国人扱いしませんでした。私は日本での私たちを思い、 
恥ずかしくなりました。日本での、日本人を見るときとは違う、 
外国人に向けての視線を思い出したのです。私たちがこれから 
していくべきことは、外国人との心の壁を取り除くことだと感 
じました。そのため私は努力を惜しまぬつもりです。 

■ 平成８年度実務担当者派遣に参加した能代市企画調整課 岸辺朋毅主査（当時）の報告書より 
 この度は、ロシア派遣研修に参加する機会を与えていただきましてありがとうございました。 
 これまでロシアとの交流事業は数多く行ってきましたが、今回のこの研修でロシアがやっと見えてき

た気がしています。「百聞は一見にしかず」言い古された諺ではありますが、正にそのとおりだと実感

しました。また、交流を企画する側のあるべき姿＝［交流対象国についてよく理解し、様々な情報を蓄

積する］＝にもやっと近づいてきたと言えるでしょう。 
 ウラジオストク市、ハバロフスク市両市の国際交流担当者との親交も深めて参りましたので、来年度

実施予定の日ロ沿岸市長会青少年交流交流事業など今後の事業展開では互いに「顔の見える交流」、「人

と人、心と心の交流」が可能になるのではないかと考えています。 

平成 12 年　サハリンへの実務担当者派遣。
コルサコフ港を望む高台にて。

平成 14 年　カムチャツカへの派遣。
ペトロパヴロフスク・カムチャツキー市内視察。



 

４）講演会の実施（平成 18 年度以降の講演会のみ紹介）  

  ① 平成 18 年５月  担当課長会議（上越市） 

                        『ビジット・ジャパン・キャンペーンに見る日ロ間の観光交流発展の方策』 

                                村上 雅巳 上越市産業観光部観光企画課長   

② 平成 18 年 10 月  担当課長会議（舞鶴市） 

                        『ロシア極東シベリアの経済事情及び日ロ間の経済交流促進の方策について』 

                                松田 邦紀 外務省欧州局ロシア課長 

③ 平成 19 年５月  担当課長会議（函館市） 

                        『ロシア極東国立総合大学函館校紹介及び函館とロシアとの交流』 

                                Ｓ．イリイン ロシア極東国立総合大学函館校校長   

                        『サハリンとの経済交流の現状』 

                                小柏 哲史（株）函館国際貿易センターマネージャー    

④ 平成 20 年４月  担当課長会議（佐渡市） 

              『外国人誘客にかかるホテル業界の取り組みと今後の課題』 

                                山口 勤次 両津やまきホテル代表取締役社長  

                        『ロシア極東シベリアの経済情勢及び日本との協力関係の展望』 

                                前田 奉司（財）環日本海経済研究所特別研究員  

⑤ 平成 20 年 10 月  担当課長会議（由利本荘市） 

『秋田港シーアンドレール構想とその推進について』 

              土谷 諄一 秋田県建設交通部港湾空港課 港湾班 班長(兼)主幹 

『拡大する日ロ経済関係とシベリア鉄道の意義』  

                 中居 孝文 社団法人ロシアNIS貿易会 ロシアNIS経済研究所 調査役 

  ⑥ 平成 21 年６月 通常総会（東京都） 
                        『ロシア経済』『麻生総理とプーチン首相との会談』 
                大槻 耕太郎 日本外務省ロシア課首席事務官 
             『日ロ貿易とロシア経済の動向』 

                                中居 孝文 社団法人ロシアNIS貿易会 ロシアNIS経済研究所 調査役 

 ⑦ 平成 22 年６月 通常総会（東京都） 
『ロシア経済の近代化』 大槻 耕太郎 日本外務省ロシア課首席事務官 

                       『ロ日関係の現状』   Ｓ．ジョーストキ 在日ロシア大使館参事官 

 ⑧ 平成 22 年 10 月  男鹿市での担当課長会議 

                     『ロシアの現在』（全般の状況・市場・社会） 

Ｆ．デルカーチ ロシア極東国立総合大学函館校講師 
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◇通常総会  
毎年６月に東京都で行われる全国市長会総会に合わせ、本会通常総会を開催。会員（会員各市

の市長）が集まり、過年度の事業報告と収支決算、今年度の事業計画及び収支予算などを議決。

◇担当課長会議 
  会員市で日ロ沿岸市長会の事務を担当する課の課長らが年数回集まり、会の運営全般について

 協議。会員市持ち回りで開催されており、情報交換・意見交換の場ともなっている。 



 

５）他団体組織等との連携（現在も続いているもののみ紹介）  

① 日露貿易投資促進機構 

   設立：平成 16（2004）年６月 

  内容：日本とロシアの首脳間の合意にもとづき、両国の関係機関の連携強化を通じ、二国間の貿易投 

資活動の拡大を促進するために設立。情報提供、コンサルティング、紛争処理支援を通じ、日露 

間のビジネス環境の整備に取り組む日本側機構とロシア側機構から構成される法人格を有さない 

ネットワーク型組織。日本側機構の本部調整会議には経済産業省、外務省、ジェトロ、ロシア 

NIS 貿易会が参加。ロシア NIS 貿易会がその事務所を努めている。 

本会をはじめとするロシアとの地域間経済交流に取り組む地方自治体、公的団体及び広域経済 

団体が、同機構日本側パートナーとして参画、連携を図っている。 
 

② 日ロ沿岸市長会オブザーバー（平成 18 年 11 月以来。氏名はいずれも平成 22 年 11 月現在） 

役職・氏名：  外務省ロシア課長       岡野 正敬 

         在日ロシア連邦大使館参事官 ジョーストキ Ｓ．Ｖ． 

職務： ＊ 必要に応じて本会の活動への助言、提言 

       ＊ 必要に応じて本会総会へオブザーバーとして出席 

       ＊ 必要に応じて担当課長会議等における講演等本会への情報提供 
 

③「日ロ沿岸ビジネスフォーラム」 

期日：平成 21（2009）年８月 19、20 日  

場所：函館市 

内容： 本会と経済界との連携を強めて日ロ間のより実務的な分野での協力関係を発展させること 

をめざし、第 22 回日ロ沿岸市長会議開催に併せて、「ロシア NIS 貿易会（ROTOBO）」及び 

「環日本海経済研究所（ERINA）」との共催で開催。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 平成 21 年の「日ロ沿岸ビジネスフォーラム」参加者アンケートより 
○ 日ロ間では“首都圏・中央政府・大企業”中心の会議やフォーラムはいくつも実施されてきた

が、各自治体レベルでの個別の取り組みを除き、“地域・自治体・中小ビジネス”を主対象とす

る横断的な試みはきわめて少なかった。その意味で、今回の日ロ沿岸市長会議とビジネスフォ

ーラムの併催化は、大きな意味があったと思し、将来的にもまだまだ化ける可能性があると感

じた。できることがあれば、今後も協力していきたいと思います。 

○ フォーラムを通じて、日本とロシアの現状が理解出来て、大変参考になった。現況を深く理 
解する事から、物事は前に進むと思う。弊社もロシア貿易（輸出）を昨年から始めて、今後も

取り引きの継続・拡大をしていく上で、日本海沿岸・サハリン・極東地域の各市長の発言を聴

けたことは非常に参考になり、良い経験が出来たと感じる。 
○ 日本（日本海沿岸各市）、ロシア（サハリン・極東各市）の各市長が一同に集まり、それぞれ

自市の経済発展・観光誘致状態などをアピールする、それを公聴できる場というのは初めての

参席だった。貴重な“生”の声を聞くことができたということは、ただ勉強になったとか、参

考になったというレベルではなく、現況を共有できた・感じることができたと思い、大変良い

経験ができた。当社も経済・観光とは事業が異なるが、ロシア貿易（輸出）を始めようと考え

ている企業として、地域・地域での現状が良く分かった。現在のターゲット地区として、ユジ

ノ・サハリンスクとウラジオストク。商圏の大きいウラジオストクの現況も聞け、将来的に販

路を伸ばしたいと考えているハバロフスクやカムチャツキーからの現況も聞け実情を感じるこ

とができた。 
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７ 寄稿 
 

会の運営に携わった関係者の回想、証言 

 

＜日本側＞ 

 

◆ 第 22 回会議開催地担当者   

 函館市国際課主査        倉田 有佳 

 

第 22 回日ロ沿岸市長会議・日ロ沿岸ビジネスフォーラム開催地として 

 

函館開港 150 周年という記念すべき年、函館市は第 22 回会議の開催地となった。このたびの最大の特

徴は、「日ロ沿岸市長会議」に併せて「日ロ沿岸ビジネスフォーラム」が初めて開催されたことである。

その結果、経済・観光分野で活躍する民間の方々が会員市代表に加わり、延べ 100 名以上が函館に集い、

具体的な議論を深めた。 

函館市では、平成９年の第１６回会議に次ぎ２度目の開催となったが、開催市の担当者としては、近 

年好調な経済成長を遂げているロシアに熱い視線を投げかけている会員市も少なくないことから、ロシ 

ア側代表団を儀礼的に歓迎するだけではなく、経済・観光分野の重要なパートナーとしてお迎えしたい 

と考えた。 

前年の秋頃から事務局と打ち合わせを重ねた結果、日ロ共催レセプションの席上、日本側会員市を写 

真パネルで紹介し、特産品（食品・工芸品）を PR する「日ロ沿岸市長会・紹介展」と「観光・特産品 

PR 展」を実施することになった。幸い会員市の皆様には趣旨をご理解いただき、地元特産の食材や伝統 

工芸品が次々と届けられた。  

それ以外にも、道内観光業者と来函ロシア人観光業者とのビジネスマッチングや函館市民を対象とし 

た「日ロ沿岸市長会・紹介展」および上越市・酒田市・射水市の観光課職員による観光 PR の場などを 

設けた。実際には、当方の不手際が多々あり、反省すべき点も少なくないが、所期の目的はほぼ達成で 

きたのではないかと考えている。 

過去 40 年間を振り返れば、ソ連は新生ロシアとなり、90 年代初頭は日ロの自治体間で姉妹都市提携 

が進み、市レベルでの交流が発展した。2000 年以降は好調なロシア経済を反映し、当会の会議の議題も 

両地域の文化・スポーツ交流の発展から経済・観光分野での協力へとシフトしている。時代とともに当 

会の意義や課題は変化してきたが、今後も、会員市間の連携を強化し、当会が両地域の繁栄に果たす役 

割に期待したい。 
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７　  寄稿



 

 

 

 

 

 

◆ 第 20 回会議開催地担当者   

金沢市都市政策局文化交流部国際交流課 担当課長補佐 真辺 淳 

 

日ロ沿岸市長会設立 40 周年によせて 

 

日ロ沿岸市長会設立 40 周年記念誌」発行をお慶び申し上げます。このたび寄稿させていただくに 

あたり、会の運営に尽力されておられる事務局の皆様、会員市の皆様及び関係各位に謹んで感謝申し 

上げます。 

金沢市は、伝統を活かしつつ、新しい独自の文化を創造することで、伝統文化を活かした元気のあ 

るまちづくりを行っています。2004 年 10 月には、その一つの象徴でもある金沢 21 世紀美術館が開 

館したこともあり、2005 年８月に、金沢市で第 20 回日ロ沿岸市長会議が開催すると機関決定された 

際、御参加の皆様が、本市滞在中に、伝統文化はもちろん、新たな文化の創造や革新の営みについて 

も感じ取っていただけるよう工夫することが、必然的に求められた印象が残っています。 

会議の開催にあたり、金沢市長は、金沢のまちづくりに関する発言を準備していましたので、そう 

した工夫の一環として、非常に単純なことですが、滞在プログラムが発言の内容に沿うよう作成しま 

した。具体的には、本市の指定無形文化財に指定されている金沢素囃子や市民・若者文化のための施 

設である金沢市民芸術村などが、市長発言で触れられる予定でしたので、前者は、伝統的芸能を紹介 

するためにレセプションのご祝儀として披露し、後者は、新たな文化の創造や革新の営みの具体例と 

して視察先に組み入れました。しかしながら、どの開催地でも同様の事情を抱えると思いますが、す 

べてをご案内することができないため、滞在プログラムを決定する詰めの作業で頭を悩ませた記憶が 

あります。 

さらに、会議に併せて、石川県ロシア協会の主催により、ロシア青少年芸術団と石川県内の青少年 

による合同の公演会も行っていただきました。この運営面などにかかる調整等も行う必要がありまし 

たが、会議の御参加の皆様に、公演をご覧になっていただくことができ、良かったと感じたことも思 

い出されます。 

今後も、日ロ沿岸市長会議の活動を通じ、会員自治体間における連携・交流が更に深化するとともに、 

ひいては日ロ両国の関係が益々発展することを祈念いたします。 
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＜ロシア側＞ 

 

◆ ロ日極東シベリア友好協会 名誉会長 パンチェンコ A. S. 

 

 

 

 

 

 

アエロフロート指導者が初めて日本を訪問したのは、日ソ沿岸市長会議に参加するソ連側代表団団 

員としてでした。日本の友人の皆さんからは日本の諸都市視察、そしてこの美しい国の名所旧跡の見 

学のためにあらゆる便宜が図られました。 

   ハバロフスク市が開基 125 周年を迎えた年（訳者注：1983 年）、日ソ間の政治関係は緊迫していま 

したが、日本の各都市の市長様たちは英断を下し、第９回日ソ沿岸市長会議への参加に全面的な理解 

を示してハバロフスクに到着しました。 

   日本側市長一行はサンクト・ペテルブルグとモスクワをも訪問しました。閣僚評議会においてロシ 

ア連邦指導者たちと日本の市長一行との懇談が設けられ、外務省は日本側一行をレセプションに招待 

しました。 

   日本とソ連極東との間の友好関係発展に大きく寄与したのは、日ソ沿岸市長会の指導者であった渡 

辺さん、川上さん、若杉さんであり、ロシア側ではハバロフスク市執行委員長であった Y.ドムニン、 

P.モロゾフなどでした。両地域の都市間の友好と協力関係強化に向けられた彼らの無私無欲で高潔な 

努力は、大いに尊敬と感謝に値するものです。現在、A.N.ソコロフ ハバロフスク市長と篠田昭 新潟 

市長が、積極的に実り多いお仕事を継続しておられます。2009 年８月に函館市で行われた会議で、 

参加者は両国間の平和的な友好関係を確立するためにさらに地域協力を発展させることが重要であ 

ることを、改めて強調しました。会議参加者は、両国間でさらに幅広く貿易・経済関係と観光分野で 

の協力を発展させ、日ロ間の査証制度の緩和を目指す必要があることを認識しました。 

   アジア太平洋地域とロシア極東シベリアの都市間では、長年にわたって多くの良い例があります。 

ハバロフスク市は、日本、韓国、中国に姉妹都市を持っています。新潟、ハルビン、富川の市民との 

良好で有益な関係を強めるにあたって、これら都市との姉妹関係は大きな役割を果たしています。こ 

れらの都市との文化・スポーツ交流は定期的に行われ、伝統的になっています。青少年、児童生徒、 

芸能団、ビジネスマンの交換は、毎年実りをもたらしています。姉妹都市交流により私たちの都市間 

における経済協力関係が発展しています。 

   ロシア極東の住民は、多くの日本製の日用品を利用しています。日本の高品質な商品は、こちらの 

消費者の間でますます権威を高めています。極東の住民にとって日本車は切り離すことのできない生 

活の一部となっていますし、各市の建設現場では日本の重機や道路舗装機械が用いられています。 
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中央がパンチェンコ氏。 
2007 年８月、金沢市での第 20 回 
会 

 

議にて。 
左はロ日極東シベリア友好協会会長 
ソコロフ ハバロフスク市長、 
右は日ロ沿岸市長会代表幹事 
長谷川 新潟市長（当時） 

◆　ロ日極東シベリア友好協会　名誉会長　パンチェンコ A. S.

アエロフロート指導者が初めて日本を訪問したのは、日ソ沿岸市長会議に参加するソ連側代表団団



 

年ごとに日本とロシア極東との姉妹都市提携の数が増えています。1970 年にハバロフスク市で開 

催された第１回姉妹都市会議に参加したのはハバロフスク、イルクーツク、ブラーツク、ナホトカ、 

ユジノ・サハリンスク、シェレホフでしたが、2009 年の第 22 回日ロ沿岸市長会議へはロ日極東シベ 

リア友好協会メンバーとして１８市もの参加がありました。日ロ沿岸市長会会員市も同じく１８市と 

なっています。 

   1970 年の第１回日ソ沿岸市長会議でコミュニケに調印したのは、Ｙ.Ｖ.ドムニン ハバロフスク市 

執行委員長と渡辺 新潟市長でした。1973 年のハバロフスク－新潟航空路の開設は、両市間の交流に 

大きな影響を与えました。 

   ロシアと日本の関係諸都市の市長の皆様に、市民の方々のための創造的な活動とご安寧、心からの 

友情とご多幸をお祈りいたします。 

 

◆ ロ日極東シベリア友好協会事務局  

ハバロフスク市国際局長  イワノワ T. N. 
 

親愛なる友人の皆さん！ 
    

私は、ユジノ・サハリンスク市で行われた第 15 回日ロ沿岸市長会議の開催準備からこの仕事に携 

わっています。それ以来私は、自らの職務にとって新しい知識を次々に得て、日本文化と日本の人々 

についての理解を深めながら、この掛け替えのない経験に理解を深めています。 

 ロシアと日本の市長たちが協力し合って既存の事業を堅持し、かつ新規プログラムを策定し、友好 

関係と互恵的協力関係拡大のための独自の経験を後継者に継承しながら明確な目的意識を持って「道 

を踏み固めて」いることを、喜ばしく思います。 

   ロシアと日本の私の同僚たち、特に日ロ沿岸市長会事務局である新潟市国際課職員が高度な専門性 

を有することについて触れない訳にはいきません。 

   日ロ沿岸市長会議の開催準備を通じてお知り合いになることができた方々、そしてこの仕事のお陰 

で仕事上のお付き合いのみならず、友達付き合いをさせていただくことになった方々に、心から感謝 

したいと思います。 

   目下第 23 回日ロ沿岸市長会議の準備が進められています。この会議が、ロ日関係及び私たちの諸 

  都市間の友好関係発展におけるさらなる一歩となることを期待しております。 

 

 

 

 
 左から２人目がイワノワ事務局長。

 
右隣は篠田代表幹事。 
 2009 年８月、函館市での第 22 回 
会議の後滞在した新潟市にて。 
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◆ 第 21 回会議開催地担当者   
ブラゴヴェシチェンスク市国際部長 (当時) 

モセンゾワ T. M. 

 

 

 

 
2009 年７月、ブラゴヴェシ 
チェンスク市内の「ロ日セン 
ター」にて。  

右端がモセンゾワ部長 (当時)  

 

 

 

第 21 回日ロ沿岸市長会議は、ブラゴヴェシチェンスク市で行われました。恐らくこの第 21 回会議 

は、これまでの会議の中でも最も珍しい場所で開催されて独自の成果を上げたものの一つと言えるで 

しょう。 

   ソ連時代ブラゴヴェシチェンスクは閉鎖都市で、国境区域に含まれていました。そのことは当市の 

国際交流の妨げとなってきました。しかし、ソ連邦成立以前ブラゴヴェシチェンスクにはかなり大き 

な日本人コミュニティーが形成されていました。当地に居住していた日本人たちは大いに尊敬され、 

彼らによって日本商品が活発に取引されてサービス業が発展し、極東で初めての日本領事館も開設さ 

れました。ソ連邦崩壊後、当市の国際交流の最大のパートナーは、ブラゴヴェシチェンスクから最も 

近い隣人である中国になりました。なぜなら、当市は中国の都市から文字通り 300m しか離れていな 

いというロシアで唯一の街であるからです。 

   しかし第 21 回日ロ沿岸市長会議は、日本との交流が発展する新たな潮流における特別な要因となり 

ました。会議開催を通じて、ブラゴヴェシチェンスクと日本の諸都市との間の友好関係が築かれまし 

た。その年の 11 月には、さっそくブラゴヴェシチェンスク市代表団が日本を訪問しました。団員には 

医師、ビジネスマンや「ロ日協会」アムール支部の活動家がいました。日本滞在中一行は新潟国際ビ 

ジネスメッセ 2007 に参加し、新潟市内で最大規模の病院を視察しました。また、上越市を訪問してそ 

こでも病院、特別養護老人ホーム、小学校を視察したほか「日ロ協会」の活動家と懇談し、上越市役 

所を表敬しました。ブラゴヴェシチェンスク以外に、アムール州のスヴォボードヌィ市も日本との交 

流を発展させるため団に加わりました。同市からは副市長が団員として由利本荘市（秋田県）を訪問 

し、友好関係発展について協議が行われました。スヴォボードヌィ市副市長は同市の生徒たちの絵画 

を由利本荘に贈呈し、それを元に由利本荘で展覧会が開かれました。その展覧会に出展した若き芸術 

家たちは、柳田弘 由利本荘市長から一人一人感謝状を受け取りました。上越市の諏訪小学校の児童た 

ちはブラゴヴェシチェンスクに自分たちの絵画を贈呈してくれました。その絵はブラゴヴェシチェン 

スクの「ロ日協会」設立５０周年を記念して開催された展覧会「桜の枝」で展示されました。 

   日本との交流発展の出発点となったこの日ロ沿岸市長会議が、あたかも新しい関係への途を拓いて 
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くれたかのようです。 

会議を通じて築かれたつながりを活かして、2008 年２月には「ロ日協会」アムール支部はアムール 

州内の医師たちからなる使節団を北海道へ派遣しました。そこでは、身体機能が限定された子どもた 

ちのリハビリや外傷学に特化した病院を視察しました。 

2008 年４月にはブラゴヴェシチェンスク市民 25 人が新潟県を訪れて桜を観賞しただけでなく、小 

川さんが代表を務めるロ日協会上越支部で同志と交流することができました。団員にはブラゴヴェシ 

チェンスク教育大学学長と国際部長もいて、彼らは上越教育大学の同業者と懇談しました。滞在中、 

アムール州立小児病院の新生児蘇生部の３人の医師が、新潟の病院で３日間の研修を受けて早生児の 

看護の経験を学びました。 

2008 年９月、上越市の生け花の師範３人がブラゴヴェシチェンスクを訪れてアムール州の人々に生 

け花を紹介してくれました。特に第 14 番校では忘れ難い講義を行ってくれました。 

友好関係は発展を続けています。 

2008 年と 2009 年には、アムール州から新潟国際ビジネスメッセに参加しました。 

2009 年５月には、ロ日協会アムール支部によってアムール州内のさまざま街の 15 人の口腔科医が 

新潟大学付属医歯学総合病院と日本歯科大学で一週間の研修を受けました。 

2009 年６月上旬、ロ日協会アムール支部とアムール州写真家協会との共催によって個性的な日本訪 

問が実施されました。滞在中、写真家たちは日ロ協会の支援を受けて上越市でブラゴヴェシチェンス 

ク及びアムール州についての写真展を開催しました。その後彼らはさらに金沢市を訪問して夏まつり 

に参加し、日本の写真家たちと一緒にその様子を撮影しました。日本訪問を受けて、すばらしい写真 

展が３回開催されました。１つ目はアムール国立大学で、日本語コース開設と日本人教師着任を祝し 

て行われたもの、２つ目は市立第 14 番校で、３つ目はアムール芸術家同盟展示会場で行われました。 

この３つ目の展覧会は、「微笑んでください、日本！」と名付けられました。 

これらは、2007 年にブラゴヴェシチェンスク市で日ロ沿岸市長会議が開催されたことで生じて具体 

的な成果となったことの、ほんの一部に過ぎません。会議開催の成果により、今日日本への関心は高 

まっているのは明らかです。会議は民間外交のための広い途を拓いてくれたかのようです。これは、 

ロ日協会アムール支部の活動が盛んになったことでも確認できます。ブラゴヴェシチェンスク、アム 

ール州と日本との間の交流は、より多様になる可能性が開かれました。ロ日間の物産展、フェスティ 

バル、会議、セミナー、体験教室、相互訪問により、ブラゴヴェシチェンスク市民にとって日本はよ 

り身近で分かりやすいものとなり、彼らは旅行や留学の行き先、専門分野での交流の相手としてより 

頻繁に日本を選ぶようになっています。 

   落ち着いていて歓待好きなブラゴヴェシチェンスクに日本とロシアの市長たちが集まったのは８月 

の数日間の暖かい日々でしたが、その結果彼らはよい成果をもたらしてくれて、たくさんの喜ばしい 

発見をくださいました。今後どこで日ロ沿岸市長会議が行われるにせよ、それが両国民を統合して私 

たちの強固な友好関係発展を促進してくれることを期待いたします。 
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他団体からの激励、期待                   
  ◆ 本会オブザーバー   

日本外務省ロシア課長  岡野 正敬 

 

日ロ沿岸市長会設立４０周年を迎えて 
 

今般、日ロ沿岸市長会が設立４０周年を迎える運びとなりましたことを心よりお祝い申し上げます。 
１９７０年以来、日ロ沿岸市長会が、我が国の日本海側を中心とした地域とロシア極東・東シベリア 
地域の間の経済・文化交流において重要な役割を果たしてきたことを喜ばしく思います。 
特に昨年は、経済界からの協力を得て「日ロ沿岸ビジネスフォーラム」が日ロ沿岸市長会と同時に 

開催されましたが、経済分野における協力関係の強化につながるものとして歓迎しております。 
日露両国は、アジア太平洋地域における重要な隣国同士です。 

   先日開催された横浜ＡＰＥＣの際の日露首脳会談においても、菅直人総理から、重要な日露関係を 
前進させるために、①経済面での協力、②アジア太平洋地域での協力、③国際舞台での協力という３ 
本柱を中心に進めていきたいとの発言がありました。 

   日露の地域間協力は、アジア太平洋地域における日露協力の重要な柱です。政府として、日ロ沿岸 
市長会の活動を一層支援していきたいと考えています。 
最後になりますが、日ロ沿岸市長会の更なる発展と日露両地域の交流の一層の進展を折念いたしま 

す。 
 
 
  ◆ 本会オブザーバー   

在日ロシア大使館参事官  ジョーストキ S. V. 
 

   日ロ沿岸市長会及びロ日極東シベリア友好協会の会員市の皆様に対し、設立 40 周年を心よりお祝 
いいたします。この年月を通じて、日ロ沿岸市長会の方々のたゆみないご努力のお陰で、ロ日間の地 
域間交流の下地は、特に貿易経済と文化・人的交流の分野で著しく丈夫になりました。 

   ロシア連邦政府としては、アジア太平洋地域におけるパートナーシップを確立する目的で、とりわ 
け地域レベルでの交流をさらに活性化することによって日本との協力関係を発展させることに大き 
な意義を与えています。このような相互関係を、全般的な２国間関係の中でも重要な構成要素の一つ 
であると捉えています。定期的に日ロ沿岸市長会議が開催されていることで、ロシア極東シベリアの 
市長らは日本の市長さんたちと協力関係にかかる焦眉の実践的な問題について率直な意見交換を行 
い、両国間の善隣関係、友好と互恵的関係を効果的に強化する方策を探ることができます。 

   このたび日ロ沿岸市長会設立 40 周年を迎え、すでに築かれている日ロ双方の協会会員市の絆がよ 
り深まって強度を増すことにさらに刺激が与えられ、先端技術や近代化プロセスを含む新しい協力分 
野を追求されることを期待いたします。 

   日ロ沿岸市長会のご成功をお祈りし、その会員の皆様のご健勝とご安寧、そしてロシア極東シベリ 
ア及び日本の日本海側諸都市の市民のために一層実り多いお仕事をされることを祈念いたします。 
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◆ ロシア NIS 貿易会（ROTOBO） 

NIS 経済研究所 次長 中居 孝文 

 

日ロ沿岸市長会設立 40 周年によせて 

 

日ロ沿岸市長会が、2010年をもって設立40周年を迎えられましたことをお祝い申し上げます。 
  また、40 年の長きにわたり、同市長会の運営に携わってこられた日ロ双方の関係者の皆様に心 

より敬意を表します。 
   我々ロシア NIS 貿易会は、前回第 22 回日ロ沿岸市長会議に初めて参加し、開催のお手伝いを 

させていただきました。第 22 回会議では、日本側のイニシアティブにより、ビジネス面での協 
力強化を図るため、「日ロ沿岸ビジネスフォーラム」を併催し、貿易・物流・観光の実務関係者 
にも広く参加を呼びかけることとなり、ロシア NIS 貿易会は、このビジネスフォーラムの開催 
をサポートすることになったからです。 

   当初は実業界から十分な人数が参加するかどうか不安もありましたが、開催地の函館市をはじ 
め各会員市からの心強いご支援もあり、結果的には北海道から九州までの日本海側地域を中心に 
多様な業種のビジネス関係者が 80 名以上、日ロ双方の会員市関係者を合わせると約 180 名の参 
加を得ることができました。 
これまで日ロ間では、「首都圏・中央政府・大企業」中心の会議やフォーラムはいくつも実施 

されてきました。しかし、各自治体レベルでの個別の取り組みを除いて、「地域・自治体・中小 
ビジネス」を主対象とする横断的な試みはきわめて少なかったと思います。 
「首都圏・中央政府・大企業」中心の会議では、大型プロジェクトにどうしても話題が偏りが 

ちで、中小ビジネスの可能性や問題点、地域の特性や多様性に関わる事項にきめ細かく対応する 
ことは困難です。そうした意味で、前回の日ロ沿岸市長会議で併催したビジネスフォーラムは、 
これらの問題に対応する枠組みとして有意義であると感じましたし、今後のさらなる展開を期待 
させるものとなりました。 

   日ロ沿岸市長会が 50 周年、60 周年に向けて、日ロ双方の自治体交流そして地域間のビジネス 
交流の貴重な場として、ますます発展されることを祈念しております。 
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８  写真で振り返る 40 年の歴史 
  

～ 会議風景の変遷 ～ 
 

 

 

 第１回（1970 年、ハバロフスク市）        第２回（1971 年、新潟市） 

 

 
 
 
 
 
 
 

  第３回（1972 年、イルクーツク市）        第４回（1973 年、金沢市） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第５回（1975 年、ブラーツク市）      第６回（1977 年、富山市） 
  

 
 
 
 
 
 
 
 

第７回（1979 年、ウラン・ウデ市） 
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８　  写真で振り返る 40 年の歴史

第２回（1971 年、新潟市）



 

第８回（1981 年、酒田市） 第９回（1983 年、ハバロフスク市） 

 

第 10 回（1985 年、新潟市） 第 11 回（1987 年、イルクーツク市） 

 

 

第 12 回（1989 年、山形市） 

 

第 13 回（1991 年、ウラジオストク市） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 14 回（1993 年、秋田市）            第 15 回（1995 年、ユジノ･サハリンスク市） 
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     第 16 回（1997 年、函館市） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 17 回（1999 年、ナホトカ市） 
 
 
 
 
 
 
 

第 18 回（2001 年、新潟市） 第 19 回（2003 年、ﾍﾟﾄﾛﾊﾟｳﾞﾛﾌｽｸ･ｶﾑﾁｬﾂｷｰ市）
 

 

第 20 回（2005 年、金沢市） 第 21 回（2007 年、ブラゴベシチェンスク市）
 

 

第 22 回（2009 年、函館市）        第 23 回開催予定（2011 年、ヤクーツク市）
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～ 深まる絆 交流の一コマ ～ 
 

 

歓待を受ける日本側代表団一行（第１回 1970 年 ハバロフスク市） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

水族館にて（第２回 1971 年 新潟市） 兼六園での記念撮影（第４回 1973 年 金沢市）

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

学校訪問の様子（第５回 1975 年 ブラーツク市）  視察風景（第６回 1977 年 富山市） 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

児童プログラムの鑑賞 

（第７回 1979 年 ウラン・ウデ市） 

新潟空港での出迎え 

（第８回 1981 年 酒田市） 
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レーニン像へ献花（第９回 1983 年 ハバロフスク市）  もちつきを楽しむ（第 10 回 1985 年 新潟市）
 

 
永遠の火への献花（第 11 回 1987 年 イルクーツク市） 板の間で和食体験（第 12 回 1989 年 山形市）
                                

  
 

 

温かみあふれる手書きの看板 ハバロフスク市の日本人墓地を参拝 
（第 13 回 1991 年 ウラジオストク市） （第 13 回 1991 年 ウラジオストク市）

 
竿灯まつりに参加 ロ日友好会館定礎式 

（第 14 回 1993 年 秋田市） （第 15 回 1995 年 ユジノ･サハリンスク市）
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ロシア人墓地参拝（第 16 回 1997 年 函館市） 子どもたちと談笑（第 17 回 1999 年 ナホトカ市）

 
 
 
 
 
 

 
 
 
共同コミュニケ調印を祝して乾杯       ロシアの温泉はプールの如く広く、深い 
（第 18 回 2001 年 新潟市）       （第 19 回 2003 年 ﾍﾟﾄﾛﾊﾟｳﾞﾛﾌｽｸ･ｶﾑﾁｬﾂｷｰ市） 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
                   
 

ロ日センターメンバーによる着物姿の歓迎 
（第 21 回 2007 年 ブラゴベシチェンスク市）  

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

                 昭和新山でのロシア側代表団（第 22 回 2009 年 函館市） 

ひがし茶屋街で 
市民とくつろぐ 
ソコロフ団長 

（第 20 回 2005 年 

        金沢市） 
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～ 支えられて 40 年 ～ 

 

 会議通訳の様子  

 

第 13 回会議 第 21 回会議 

 

 

 

  会議における言語の壁を乗り越えるため、 

通訳の力が欠かせない。事前に用意された 

発言はもちろんのこと、質疑応答や自由な 

意見交換でも見事な同時通訳をこなしてく 

ださる通訳の方々のお陰で、会議が円滑に 

進行する。  

 
第 22 回会議 

 
 コミュニケ調整の様子  

 

 
第 13 回会議 第 20 回会議 

 

 会議で協議された内容や合意事項、両国政府への提言などをとりまとめた共同コミュニケを毎回 

日ソ双方の参加者名で署名、採択している。２日間にわたって行われる会議中、本会とロ日極東シ 

ベリア友好協会の事務局間では夜を徹してコミュニケの文案の調整が行われる。 
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９    日ロ沿岸市長会規約 
 

 

（目 的） 

第１条 本会は、日本の日本海沿岸をはじめとする地域とロシア連邦極東シベリア地域の親善友好と 

経済協力を促進し、両地域の発展を図ることを目的とする。  

 

（名 称） 

第２条   本会は、日ロ沿岸市長会と称する。 

 

（事 業） 

第３条  本会は、第１条の目的を達成するため次の事業を行なう。 

（１）  ロシア連邦極東シベリア地域の諸都市の市長と日ロ沿岸市長会議を継続的に開催すること。 

（２）  ロシア連邦極東シベリア地域の諸都市とともに両地域の親善友好、経済協力、 都市問題に関 

する調査、研究、情報交換等を行うこと。 

（３）  日ロ両地域の親善友好と経済協力の促進に関し、関係機関へ意見を具申すること。 

（４）  その他本会の目的達成に必要な事業 

 

（会 員） 

第４条  本会の会員は、本会の目的に賛同する日本海沿岸をはじめとする地域の都市の市長とする。 

 

（会 費） 

第５条  会員は、別に定めるところにより会費を納入しなければならない。 

 

（役 員） 

第６条  本会に次の役員を置く。 

（１）  代表幹事 １ 人 

（２）  幹 事 若干人 

（３）  監 事 若干人 

２      前項の役員は、総会において会員の中から選任する。 

 

（役員の職務） 

第７条  代表幹事は、会務を総理し、本会を代表する。 

２      幹事は、代表幹事を補佐し、代表幹事に事故ある時は、あらかじめ定めた順序によりその職務 

を代理する。 

３      監事は、本会の経理を監査する。 

 

（役員の任期） 

第８条  役員の任期は２年とし、再任を妨げない。ただし、次期の役員が選任される までは、前任者 

がその職務を行なうものとする。 

 

（総 会） 

第９条  総会は、毎年１回代表幹事が招集する。ただし、代表幹事が必要と認めたときは、臨時に会議 

を招集することができる。 
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（総会の議決事項） 

第 10条  次に掲げる事項は、総会の議決を経なければならない。 

（１）  規約を改廃すること。 

（２）  事業計画及び収支予算を定めること。 

（３）  事業報告及び収支決算を認定すること。 

（４）  本会の解散に関する事項 

（５）  その他必要と認められる事項 

 

（議 決） 

第 11条  総会の議決は、出席会員の過半数以上の同意がなければならない。 

 

（議 長） 

第 12条  総会の議事は、代表幹事がつかさどる。 

 

（代 行） 

第 13条  会員である市長に事故があり、又は欠けている場合においては、当該会員である市長の代理 

人が当該事故があり、又は欠けている市長の職務を代行できる。ただし、議長の職務を執行す 

る場合においては、この限りでない。 

  

（事務局及び職員の設置） 

第 14条  本会の事務局を代表幹事の所在地に置くものとし、代表幹事は事務局に関する規定を定め、 

職員を任免する。 

 

（会計年度） 

第 15条  本会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わるものとする。 

 

（委 任） 

第 16条  この規定に定めるもののほか、本会の運営に関して必要な事項は代表幹事が定める。 

 

附  則   この規約は、昭和４５年１０月１３日から施行する。 

 

附  則   この規約は、平成４年６月４日から施行する。 

 

附  則   この規約は、平成７月６月８日から施行する。 
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10    入会のご案内 
 

 

 日ロ沿岸市長会では、随時会員市を募集しております。日本の日本海沿岸をはじめとする地域とロシア 

連邦極東シベリア地域の親善友好と経済協力を促進し、両地域の発展を図るという本会の趣旨に賛同する 

市であれば、日本のどの地方の都市でも入会いただけます。 

 

入会方法 

 入会しようとする市の市長名で本会代表幹事宛に入会が申請されてから（様式は任意）、毎年一回開催 

している本会通常総会で会員の承認を得て決定されます。 

 

年会費 

 年会費は均等割と、人口に応じて算定される人口割を合わせた金額となります。 

      （１）均等割  １市          ３０，０００円 

      （２）人口割  １０万人未満     ３，０００円 

                    ２０万人未満     ５，０００円 

                     ３０万人未満     ８，０００円 

３０万人以上 １０，０００円 

 

※ 隔年で日本とロシア交互に開催している「日ロ沿岸市長会議」にあたっては、年会費とは別に事業 

実施に必要な負担金をご負担いただきます。 

 

入会のメリット 

１．ロ日極東シベリア友好協会と隔年で共催する「日ロ沿岸市長会議」に参加し、ロシア側会員市と都 

市間のネットワークを築くきっかけとすることができます。それを活用して 

■ 観光の振興 

■ 地元の港湾空港の利用促進 

■ ロシアの都市との文化・スポーツ・青少年・教育などさまざまな分野での交流 

■ ロシアの都市との姉妹提携 

                       などに向けた政策立案に結び付けることが可能となります。 

 ２．本会のホームページに日本語とロシア語で市の PR 情報が掲載され、市の観光情報が掲載されてい 

るサイトへリンクを張ることができます。 

３．会員市が広域に連携する利点を活かして、両国政府をはじめとする関係団体へ働き掛けを行うこと 

ができます。 

４．会員市相互のネットワークを通じて、情報交換・収集ができます。 

５．会の活動にかかる翻訳・通訳、各種手続きについては、必要に応じて本会事務局で一括行います。 

 

お問い合わせ 

日ロ沿岸市長会事務局  〒951-8550 新潟市中央区学校町通 1-602-1  新潟市経済・国際部国際課内 

       TEL  : ０２５－２２６－１６７４または１６７５ 
         FAX  ： ０２５－２２５－３２５５ 
        E-mail： kokusai@city.niigata.lg.jp 

                      http：//www.nichienkai.jp 
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編集後記 
 
  第１回日ソ沿岸市長会議共同コミュニケ。原本はすっかり変色し、歴史を感じさせる。ロシア語 
版はタイプ打ちされているが、日本語版はなんと肉筆で清書されている（8~9 頁参照）。ソ連に日 
本のタイプライターを持ち込むことができなかったのであろう。それでも参加した日ソの 10 市長 
がそろって署名している。初期の資料や写真をひも解くと、交通事情や通信技術の不便さ等を乗り 
越えて両地域間の友好親善と経済協力を発展させようという関係者の熱意が、ひしひしと伝わって 
くる。 

  それから 40 年。冷戦の終結、日ソ沿岸貿易の衰退、ペレストロイカへの期待、ソ連邦崩壊に続 
く混乱、シベリア・ランド・ブリッジの盛衰… 幾多の局面を経ながらも、日ロ関係は全般的に発 
展してきた。ロシア極東と日本とを結ぶ複数の航路、航空路が開設され、市民レベルでの往来もソ 
連時代よりは盛んになって幅広い交流が行われるようになった。双方の潜在力や歴史的・地理的な 
つながりを活かしきれてはいないが、両地域間の協力関係はさらなる発展への可能性を備えている。

  本会発足以来会員市は増えてきていたが、バブル崩壊後の日本経済の低迷と軌を一にするかのよ 
 うに会員市の減少傾向が続いている。一方、ロシア側会員市は減らず、日本との協力への期待は依 

然として大きい。近年のロシア経済の成長や各種大型プロジェクト、購買力の増大などを背景として、

日本にとってロシアの存在感は大きくなってきている。今こそ本会の長年の理念を実現すべく、各 
市がこれまで培ってきた強みと経験を結集させる時である。 

 

 

 


